




1-a.一色らはムコ多糖代謝異常症の病態診断の一つとして,本疾患の致死的障害である心

臓障害に着目し,6 例の患者について,超音波診断の有用性を検討した。本法は非観血的手

法で,しかも患者に負担をかけず容易に行い得る利点がある。他にモニターするパラメータ

ーとして胸部レ線,心電図,心音図などとも比較検討したが,超音波法が病態把握,経過観察

の面で最もすぐれていることが判明した。 


